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呼吸不全患者の低酸素血症を改善する方法として持続気道内陽圧 (C P AP) および呼気終末陽圧 (P













本装置の性能を現在使用されている代表的な人工呼吸器; Puritan-Bennett 7200a , Bear 5 , 




の呼吸を再現した。いずれの場合もピストンポンフ。は一回拍出容量及び回数をそれぞれ 500 m 1, 20 およ
び 40/分の条件で作動させた。対象とした各人工呼吸器はすべてCPAP モードとしトリガ一感度，


















呼吸器からの離脱を妨げる乙とがある。本研究は機械的人工換気ないし持続陽圧呼吸 (C P AP) におい
て，患者の呼吸抵抗を最小ならしめる目的で逆噴射方式に基づく新しい呼気弁を開発したものである。乙
れにより，モデル肺における呼気抵抗を市販の人工呼吸器のそれに比し，はるかに小さくする乙とに成功
した。本論文は臨床上非常に有意義な研究であり学位授与に値するものである。
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